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実数の集合Ⅹに一様位相を導入する為のuniform structureのuniformityのsubbase

の作り方は色々あるが,所謂usual structureによるものと異なる一様位相を導入する為に

用いられるuniformityのsubbaseの例としてほ, a<bとして作った

Sab- { (x, y) :both x, y<Cb or both x, yj>a),

の族がある｡この族のもつ性質について考えてみる｡尚,以下に現われる区間O, b~),

(-∞, a]などは,最小元,最大元を持たない欄密な全順序集合Ⅹにおける区間を考えても

よい｡

今m筒の区間(at, bi) (*-1, 2, - , m)と,それぞれの内部の点xiを考え,

satbe [_xjH- {y: (xj, y)〔Satbi}をS;･とかくと次の諸性質が成立つo

cm s}us孟⊇Si [i,j, k∈{1,2,・・-,m}

証明本質的には

(1) S圭us…⊇ssを云うことと同じであるo

s去-saibi [x2-]- S ∞, *i) (x2≦al)l

l(x

Ol<*2<ol)

∞ Ch ≦x2)

今S;の補集合をS;Cと書くと, (1)の代りに両辺の補集合を考えて

(2) S去c n sf ⊆S去Cを証明すればよいO

S去c -

sr-

¢ Ol<>2<6i)

(--, ail (h≦x2)

CAi, - (X2≦al)

･p O2<#3<t>2)

(-∞, a21 (jbi≦x3)

Lb2, ∞ (*8≦a2)
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ssc =信, fll]
¢

;
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(al<Cx3<bi)

(bl≦x3)

Lbi, - (*3≦al)

(i)昌c-o叉はS3-</>のとき(2)は成立つ｡

(ii) S去-(-oc( ail

ssc-(-∞, a2~]のとき

bl≦x2, 0;≦x3

ところがォ2<>2<02

故にb^<Cx3となりSs --( -, flll-S2C

よって(2)は成立つ｡

(iii)農Ib:,霊のとき
x2≦al, x3≦a2

ところがォ2<>2<02

故に#3<>1となりSs -c&1, ∞)-S2

よって(2)は成立つ｡

(iv) S2 -(-00, ail

S3 -C62, ∞)のとき

bl≦x2, %Z≦a2

ところが#2<>2<&2, a¥<b¥だから

fli<&2となりS呈c n sr-

よって(2)は成立つ｡

3m S2 -:&i, ∞)

S,"-(-∞, a2Dのとき

x2≦a-i, 02≦x3

ところがtf2<>2<&2,ォl<61だから

ォ2<6iとなりS去cnSf-<f>

よって(2)は成立つ｡

即ちいずれの場合も(2)は成立つ｡(終)

･21巡回置換7>i

¥p2芸;"・Pi)
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(H≦m,pi巨(1,2,・・-,m}(z-l,2,・・-,n),pi軸(iキj))

に対して′

(3)芸uc/>2
^3∪･-Us｣"-x
piが成立つO

証明(πについての帰納法)

明かにS;-Satbilxt>Xであるからl-plとすると(3)はn-1のとき成立つ｡

〟-2のときは

spp芸uS宕;⊇S宕;-Ⅹ∴spp呈uS^2-X

2≦n-k<mのとき(3)が成立つと仮定すれば

s宕suS宕吉∪-uS芸*41

1-s宕呈uS雲31∪-usB芸当∪3/>*+lUSpP呈+1)

･呈uS芸37u･-us宕芸1)uvpiI

よって(3)はn-良+1≦mのときも成立つ｡(終)

C3D堊1(S芸nS冒∩-nSZ)-Ⅹ

証明左辺はpt｣{1,2,・・・,サ*}iPiulp2∪･-usだ-)tなるから

(*-1,2,--,m)

(4):Piusp2

2∪･･･Ust-x

を云えばよいOただしここではi≒jのときPiキク)･であるとは限らない｡

ノ､.若し或るi(1≦i≦m)に対して♪l-iが成立てばSflVとなり(4)は成立つO

すべてのi(1≦i≦m)に対してPi≒iのときは.Pi,P2,-,Pnの下に1,2,-･,m

を並べた

(5)[Pip2-'P"

12m

は一般には置換ではない｡しかしこの中から巡回置換を取り出すことができる｡

それには下段の1から始めて矢印の順に並べ変えて行くと
'pi,Pqi

,1^QQi＼慧＼pQzs

t

<?3

ただしQi-Pi, Q2-pqi, <?3-/><?3'となるように選んで行く｡書き改めると

栂＼≡＼≡＼:つの形になるo
ところがQi, Q2, Q3--は皆m以下の自然数であるから,いつかは同じものが再び現われ
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る｡始めて一致した二つのものをqk -qk+r (1≦k<k+r≦m)とすれば

(5)の中に置換
Qk+2・"Qk+r

qk+i・・-gk+r-i

が含まれる｡ Qk+rをqkと改め左右の順序を逆に改めると
>qk Qk+r-i・・-qk+2 qk+1

1 Qk-・Oklqk

となり巡回置換になる｡

sfl u lp2 ∪･･･usr ≡sZ芸+卜l US冨芸霊∪･･･uSq昌x-x

故に(4)は成立つ｡
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